


























































































印象を与えた。イギリスの在華機関紙「字林酉報」（Nonh China Daily News）はこの
雑誌を記事にとり上げ、「革命評論」は毎号三万五千部発行しているが、中国では雑
誌一冊を平均五人で見ると考えられるので、その読者はおよそ十八万人にものぼるだ
ろうと紹介した。さらにロイター社はこの記事をもとにロンドンに長電を打ち、ロン
ドンタイムス紙は丁重にこの記事を掲載した。このように風立ち雲湧く状況に、南京
は極度に脅威を感じていたようだ。
かくて「革命評論」は思想的な大きなうねりを巻き起こし、各地の出版物もこれに
呼応しはじめて、上海だけに限っても、同調するもの十種ないし二十種にも及んだ。
「洛山東で崩れれば銅鐘が西でこだまする」ごとく、徐々にではあるが次から次へと
各地で思想的共鳴者か生まれ、自然に組織さえもができはじめた。
こうなってくると、たとえ他に格別な理由がなくても、「革命評論」をこのまま続
けさせることは許せないという情勢になってくる。その上、次のような三つの事件が
発生するに及んではなおさらである。
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さらに改組派は同志会の組織を作り、「改組同志会全国代表者会」を1929年2月に開催
した。「南京蒋介石政権は反動の大本営であり、帝国主義・封建主義に屈服した」と非難
している（20）。また陳公博は、国民党が保守化するに伴い、左翼分子をすべて共産党ある
いは准共産党とみなしていると蒋介石国民党政権を非難していた。
江及び改組派は、しばしば共産党との関係を問われ、江精衛、顧孟余、陳公博、甘及光
らは、広州コミューン事件の直後、南京国民政府から捜索を受け、軍警察の監視下に置か
れた。また広州政治分会は陳公博を軍事委員会主席団職から解任した。理由は「勾結共産
党」「違法綱紀」「在卑叛変」などであった。また国民党の抗争の中で、1929年3月15日
陳公博は永久除名され、注精衛に対して警告を発せられた（21）。そして1929年10月3日
国民党中央常任会　陳公博ら10人を指名手配を議決された（22）。理由は下記の通りであ
る。
①軍閥悪質分子との結託②名義の借窃③暢しいままの煽動行為④組織破壊の密計
⑤党国の転覆⑥赤色帝国主義者の道具として甘んじていたこと
つまり注精衛及び改組派は、赤色帝国主義と通じていたという罪が着せられたのである。
「反共」は蒋介石政権にとって政敵を攻撃する「錦の御旗」であった。
4．改組派の政治理念
改組派の政治理念の原型は、分共期の江精衛の発言「我椚要建設忠様的国家」に見られ
る（23）。
①帝国主義に圧迫された民衆を結集し、党の指導のもと、国民革命を実行し、故に『扶
助農工』のスローガン、『農工商学は連合せよ』のスローガンは、同時に並行しな
ければならない。前者のスローガンは革命を行う中心勢力であり、後者のスローガ
ンは革命を行う上での連合戦線である。
②全ての帝国主義に圧迫された民衆は反帝国主義のスローガンのもとに結集してきた
が、もし革命の訓練を受けなければ、帝国主義を破壊もできなければ、反帝国主義
を建設もできない。故に党の指導により軍政訓政の時期を継続し、反革命勢力が完
全に消滅し、革命勢力がすでに養成されてから、憲政時期に入る。
③革命の手段によって政権をかちとり、和平的方法で経済問題を解決する方法は「地
権の平均」「資本の節制」「国家資本の製造、国家事業の発展」である。
江精衛が標模する国家像は、反帝国主義に立脚する、穏健な「社会主義的」国家であっ
たことが推定される。陳公博は江清衡の政治理念を受け継いでおり、『革命評論』におい
て、国民党の基本的な任務は『帝国主義に対するナショナリズムの闘争であり、封建勢力
に対する民権主義の闘争であり、資本主義に対する民生主義とは闘争である。』（24）と述
べている。注目すべき事は、資本主義の対立概念として「民生主義」を主張している。さ
らに陳公博は、中国革命の最終日的は民生革命であると断じている（25）。
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陳公博は政治理念の中で、最も重視していたのは「労働者・農民」であった。革命の基
礎は民衆の上で造るべきだとしている（26）。この理念は、孫文が1924年1月に開催した
第1回全国代表者会当時よりも、さらに労農を基礎にすることを明確にしている。革命評
論には随所にその革命基盤に関する主張が述べられている。その主張は下記2点に集約さ
れている。
・中国国民党は大多数の被圧迫民衆の利益を代表する。
・国民党の基礎は大多数の圧迫される民衆の身に置く。
農民問題については、どのように捉えていたのだろうか。陳公博で、『革命評論』第1
期（1928年5月13日出版）において次のように述べている。
○土豪劣紳勢力の消滅を継続し、根本的に封建思想を取り除く。
○極力農村の自治を推進し、下層の民主制度を確定する。
○積極的に農村の合作事業を組織し、大農作的生産の建設を企図する。
○農民協会の組織を健全化し、単に農民革命の機関にせず、併せて、農民協会を生産指
導の機関とする。
○農民協会の行動を厳しく指導し、これを地方自治の基礎とし、封建的土豪劣紳の勢力
が世襲する原因を防止する。
○自作農と小作農の生産力向上を奨励し、農村の無業農民を減らし、地方の公共事業を
促進する。
025％の減税を実施し、郵相間で規定を超えた高利貸しを禁止する。
○国家と自治機関の力量でもって、全資本の40％以内で、富農に迫って地方の水利、
電気、公路を経営せしめる。
陳公博は、具体的な上記「民生革命プラン」を打ち出した。そして第1次国共合作を
破壊に追い詰めた大きな原因の1つの「農民協会」の改革を掲げた。「土豪劣紳勢力・封
建勢力」の排除を理念としながらも、過激な階級闘争を主導した「農民協会」を押さえる
方針を打ち出した。
この改組派活動期の陳公博はさかんに資本主義を攻撃していた。とりわけ、第1次世界
大戦後のイギリス保守党ボールドウイン内閣を世界の「反動的資本主義」の復権の典型と
捉えていた。中国共産党もまたイギリス帝国主義を打倒すべき第1目標としていた。
陳公博にとって、「民生革命」は、反帝国主義国民革命ではあるが、共産党・コミンテ
ルンとは違った一種の穏健な社会主義的国民革命であったと考える。しかしこの「民生革
命」の理念こそが、中国共産党との厳しい対立の源泉となった。第3国際（コミンテルン）
に変わる東方国際の設立提起までしている。
※陳公博が1921年7月の中国共産党創立者の1人であった（27）ことを付記しておく。
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4．改組派と中国共産党との相克
第1次国共合作においては、武漢政権時代、江精衛グループは、対立を残しつつも、ぎ
りぎりまで共産党と合作を指向した。分共・反共へとシフトを切ったのは、コミンテルン
方針変更による、武漢政権の共産化であった。元来ソビェト政権・コミンテルンは、国共
合作当初より、国民党を「共産革命」実施のための便宜的な手段としていた。アダム・B
・ウラム氏は、「共産国家建設のために、国民党は利用だけして、後は廃棄する」方針で
あったことを明らかにしている（28）。
1927年8月1日の周恩来・朱徳らの南昌暴動直後、江精衛は次のように自己批判を述
べ、共産党は国民革命を共産草創こ転化させ、国民党を破壊しようとしていると、共産党
を厳しく非難した（29）。
錯誤輿糾正　　十六年八月六日
我椚有錯誤捜有嘱？唯，有的。我椚最大的錯誤，是誤解了純理的容共政策。共産寛員
要使国民革命欒成共産革命，使国民貴欒成共産賞，所謀不遂，則破壊国民革命，破壊
囲民業，都無所他，我イ門封之可志度様嘱？
しかし先述したように、改組派は反共化して以後もなお左翼的思考傾向から脱却してい
なかった。陳公博は、「コミンテルンの最大の誤謬は、共産党の勢力だけを拡大して、本
来のマルクスの唯物史観の立場を放棄したことである」と主張していた。なおもマルクス
主義の影響下にあったことが分かる。
第3インターナショナルの最大の誤謬について
共産党の勢力だけを拡大したくて、本来のマルクス主義の唯物史観を放棄した。彼
らは、助けなければならない中国国民党に打撃を与え、土匪を利用した共産党部隊に
援助した。国民革命を妨害して、暴動計画に終始している。ソ連は日露燭と三角同盟
を結んで外モンゴルを奪取した。第3インターナショナルは帝国主義と異なるところ
はない。改組派は中国共産党・ソ連・コミンテルンを暴動により国民革命を妨害し、
中国の領土を奪取した、帝国主義勢力である（30）。
さらに陳公博は、共産党・コミンテルンは、「唯物史観」を放棄しただけでなく、国民
革命を妨害する帝国主義勢力であると断じた。カラパン宣言を事実上反故にし、当時中国
の版図としていた外モンゴルの保護国化、東清鉄道の不返還などソビエトが自国本意の政
策をとっていたことは周知の事実である。
武漢政権時代のコミンテルン・中国共産党による激しい階級闘争と武装蜂起から、国民
党左派は、「分共」そして「反共」へと、その政策を転換した。さらに国民党主流派から、
「共産党との関係」のレッテルを貼られていたことから、改組派は、より「反共的」な道
を進まざるをえなかったと考えられる。
江精衛及び改組派の反共路線に対して、コミンテルン及び中国共産党は、極めて厳し
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い敵対勢力とみなしていた。これはソビエト共産党・コミンテルンが社会民主主義勢力を
反革命勢力とみなしていたことにも共通する。コミンテルン執行委員会は中国共産党宛に
通達を出していた（31）。（1929年10月26日）要約すると下記のようになる。
・国民党改組派は、社会問題についての独善的な宣伝、民族主義的・民主主義的闘争
の偽善的スローガンを極めて広い範囲に運用し、都市小ブルジョアジーと広範な大
衆の不満を利用することによって南京政権を改組し、新たな革命の爆発を未然に防
ぐ目的を達成しようともくろんでいる。
・「国民党改組派」は反革命であり、労働者・農民の革命運動とソ連を敵視している
反面、帝国主義と軍閥制度に対しては、極端に妥協的であり、従順である。
・第1には、国民党改組派に反対することである。国民党の改組派は大衆の不満を利
用しようともくろんでいる。労働者・農民の革命運動のより一層の発展にとって、
改組派は主要な危険となっている。断固とした、大衆的な巨大な運動をただちに展
開し、改組派のすべての影響を払拭し、彼らの反革命の実体を暴露し、改組派のい
わゆる「労働者政綱」とか「土地綱領」とかいったものを積極的に暴露しなければ
ならない。
・改組派は事実上、労働者に反対し、土地革命に反対しており、地主の土地と私有制
度ならびに資本主義的搾取を擁護するものである。改組派がむしろ帝国主義の意向
を受け入れていること－それがとくに露骨にあらわれているのが、中東鉄道問題に
際してファシストぼりのデマ攻撃でソ連に反対したことを大衆にさし示すことも非
常に重要である。改組派のエセ民主主義も暴露すること。
さらにコミンテルンは、理念的な問題だけでなく、具体的に改組派の労働組合への影響
力と共産党のオルグ不足を指摘している（32）。当時この資料から、改組派は労働組合へも
ー定の指導力があったと考えられる。
赤色労働組合の大多数はなお大衆的な組織とはなっておらず、国民党の貞色労働組
合の影響はなおたいへん大きい。国民党改組派は（北方の）黄色労働組合内でとくに
影響力をもっており、国民党の黄色労働組合内での共産党の工作もまだ真剣には行な
われていない。共産党はまだ生産面、主だった革命的な労働者幹部〔『イソプンコー
ル』版では、「基幹的な革命的産業労働者」一訳注〕を自己の周辺に結集し得るまで
にいたっていない。労働者階級の大多数を獲得するという任務を、共産党が解決して
いないことはもちろんである。
コミンテルンは、中国共産主義革命運動にとって、改組派は最大の敵であり、改組派の
反革命の実態を暴露しなければならないとしているのである。それに対して中国共産党は、
コミンテルンの意向を受けつつ、農村における改組派の活動にも注目し、共産党自身がも
つと大衆の中に入り、改組派との闘争をしなければならないことを指摘している（33）。
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革命がひきつづき急速に発展しているさなかにあって、改組派は彼らが支配階級の一
派であることがより完全に暴露されてしまった。彼らはたんにこの軍閥戦争において
完全に帝国主義および閉・礪軍閥と結託していたばかりか、さらにまた広酉では、フ
ランス帝国主義と一致連合して竜州ソヴェトを極度に残酷なやり方で破壊し、数千人
にもおよぶ多数の労農革命大衆を殺害した。これは、改組派を小ブルジョア中間陣営
の代表とみなすことがまったく労農革命大衆を惑わす一種のデマであることを証明し
ている。だが、改組派は半ば在野的な地位にいるため、多少の改良主義的な欺瞞的な
スローガンを口にして大衆を愚弄することができ、したがって彼らは、まだ一部の大
衆の間にくいこんで改良主義的幻想をふりまくことができるのである。とくに農村で
は、富農大衆が彼らの最良の基盤であり、彼らの反革命的役割をより一層拡大させや
すいのである（最近、湖北のソヴェト区域ではすでに改組派の組織的な活動が発見さ
れているが、これこそその明白な例証である）。これはわれわれが厳重に注意すべき
ことであり、積極的に大衆のなかにはいって彼らの反革命の仮面をあばきださなけれ
ばならない。この闘争は少しでも軽視してはならない。
当時、中国共産党中央政治局常務委員であった周恩来も「改組派支配階級の陣営の中の
反対派で、政府の反対派だ。」（34）との声明を発表している。中国共産党にとって、改組
派は民衆を惑わす反革命集団にはかならなかった。
かつて中国共産党幹部であった北海閑人氏は、「改組派を粛清する運動」として、共産
党は「改組派」のレッテルを貼り党内を大量に粛清したことを論じている（35）。党内の粛
清に利用するということは、それだけ改組派は共産党にとっては、特別に重要な仇敵であ
ったといえる。
不安と恐怖、掃疑心に駆られての大量殺戟はつぎつぎと伝染したと夏蟻も紅軍第二方
面軍の湖南・湖北西界ソ区の根拠地で「改組派を粛清する運動」を開始し、大量殺教
を行なった。同軍総指揮の賀龍の回顧によると、根拠地の洪湖だけでも一万人以上が
殺されたため「根拠地が失われ、湖一面に、死体が浮かんだ」という。
以上のように、第1次国共合作破綻後、改組派は、共産主義革命運動の最大の敵として
出現した。一般的には、中国国民党の中国共産党への弾圧が大きくクローズアップされが
ちであるが、共産党にとって、蒋介石国民党との中間勢力である改組派は、磯城の対象に
他ならなかった。
改組派にとっては、中国共産党は、第1次国共合作を破綻に追い込み、国民革命を崩壊
させた軍閥と変わらない団体であり、ソビエト帝国主義を擁護する団体であった。改組派
にとっても中国共産党は許容できない団体であった。（武漢政権の国民党左派は、当初「分
共」という緩やかな共産党との分離であった。共産党にとって国民党が単なるソビエト建
設の道具であることが明確になると、改組派は、明確な「反共」路線を取ることとなった。）
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この関係は後年の日中戦争期にも続き、第2次国共合作を頑なに拒否したのは、江精衛及
びこの改組派に参加した幹部であった。
終わりに
改組派とは、中国国民党内における「社会民主主義」グループであった。江精衛・陳公
博の「民生主義」はコミンテルン・中国共産党の主張していた労農独裁を排した改良的「社
会主義」と言える。当時の中国にあって、改組派が改良的「社会主義」と「反独裁民主化
闘争」掲げて反蒋闘争に取り組んだことは意味が大きい。
しかし軍閥も巻き込んで、反蒋闘争は反蒋戦争となり、1930年11月改組派はわずか2
年の活動で解散した。（正式解散は1931年1月1日、江精衛声明。）
この間、中国共産党は、コミンテルンの指示のもと、ソビエト建設に邁進していた。中
国共産党にとって、「中間勢力」の改組派は、支持基盤を共通する敵対勢力であり、反革
命集団であった。それゆえ改組派は、反蒋民主化闘争と同時に、反共闘争にも取り組まな
ければならなかった。
今後は下記を視点に研究を進めたい。
①具体的に改組派の社会主義的政策に属する「労働者政綱」及び「土地綱領」とはいか
なるものであったかを明らかにし、検討を加える。
②改組派は、一時期非常に大きな支持を集めながらも、結成後2年間で活動を終結せざ
るを得なかった。当時の中国は、軍閥が割拠し、日本を初め帝国主義諸国から露骨な
干渉があり、また当時ゐ甲国には、読会制民主主義のシステムが存在しなかった。こ
のような状況下、改組派のように独自の軍事力をもっていない「社会民主主義勢力」
が中国において存立が可能であったか検討を加える。
【註】
（1）京都大学東洋史辞典編纂会『東洋史辞典』（東京創元社1978年3月）
1927年国民革命軍の北伐の途中、中国共産党と国民党左派によって武漢にたてられ
た政府。北伐は国共両党合同のもとに行われたが、政府所在地移転をめぐって意見
の対立が生じ、国民党左派と共産党は蒋介石ら右派の反対をおしきって27年2月武
漢に遷都、一方蒋介石は4月、四・「二クーデターをおこして、共産党を弾圧し、
南京政府を樹立、ここに武漢と南京の両政府が存在することとなった。陳独秀らは
共産党指導部は国共合作を維持しようとして土地革命に消極的な政策をとったが、
毛沢東らは湖南などにおいて土地革命を強力に推進した。しかし農民運動の急激な
高まりをおそれた国民党左派は、7月共産党と断絶を宣言、共産党を武漢から追っ
た。ついで9月国民党左派は南京政府に合流し、武漢政府は消滅した。
（2）註（1）前掲書『東洋史辞典』
陳公博1890～1946
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広東省の人。北京大学卒業後、ニューヨーク大学で学ぶ。1921年共産党大1次全国
大会で広東省代表。その後アメリカのコロンビア大学に留学し、帰国後国民党に入
党し、容共左派政権を支えたが、1927年の広州事件の責任者として解職される。江
兆銘とともに反蒋介石の運動をするが、日中戦争の中、江兆銘とともに南京和平政
権を樹立、戦後1946年、「漠好」として処刑される。
（3）山田辰夫『中国国民党左派の研究』（慶応通信1980年6月）p．283
（4）保阪正康『蒋介石』（文垂春秋1999年9月）p．107
（5）ユン・チアン，ジョン・バリデイ『マオ』（講談社　2005年11月）pp．74－78
（6）註（1）前掲書『東洋史辞典』
中山艦事件：1926年3月20日広州で起った反左派陰謀事件，三・二〇事件ともい
う。26年1月の国民党二全大会を頂点として、国民党内で左右分裂の兆が現われた。
広東の反帝国主義運動の展開につれて共産党および左派の組織化が進んだが、民族ブ
ルジョワを中心とする右派はその情勢に階級的不安を感じ、その抑圧を考えていた。
この間、軍権を握っていた黄捕軍官学校枚長蒋介石は左派・共産派と対立すると共に，
革命の指導権を握り、内部分裂の危機を回避するため北伐を主張した。左派勢力はこ
れに対して社会革命の重要性を主張した．蒋介石は3月20日共産派が軍艦中山号に
蒋介石を監禁し，軍事的クーデターを起こそうとの陰謀ありとし、中山艦長李之竜（共
産党員）以下国民革命車内の共産党員を逮捕し、省港罷工委員会の糾察隊の武装を解除
した。共産派・左派はこれに対して積極的反抗を行わなかったので，蒋介石の弾圧の
意図は成功し，この結果左派の江兆銘は国民党中央執行委員会席・国民政府主席を辞
任して外遊した。さらに蒋介石は5月25日、国民党第2期二中全会に党務整理案を提
出して党内の共産派に打撃与え、右派の立場を強化した。この事件が果たして共産派
の陰謀かまたは右派のでっちあげであるかその真相は明らかでない。
（7）有田直矢氏論文『中国近代史研究』
http＝／／www．geocitiesLCO・jp／CollegeLifb／7906／2－4－2．htm
（8）察徳金『江精衛評伝』（四川人民出版社1993年6月）pp．126
（9）北村稔『第1次国共合作の研究』（岩波書店1988年4月）pp．17ト180
（10）『中国共産党史資料3』（日本国際問題研究所1971年11月）
p．143「コミンテルン執行委員会緊急訓令」
（11）註（9）前掲書『第一次国共合作の研究』p．201
（12）安藤徳器『江精衛自叙侍』（大日本雄弁会講談社1941年9月）pp．111－112
（13）陳公博『中国国民党秘史』（講談社1980年10月）p．102
（14）註（1）前掲書『東洋史辞典』
広州コミューン事件（カントンコンミューン事件）：中国共産党が広東ソヴェトをた
てようとして広東におこした暴動。この年7月武漢政府を追われた共産党は、江西に
のがれて8月1日南昌を占領し、ソヴェトをたてようとしたが、国民党軍に追われて
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失敗した。この後、毛沢東は湖南・江西・江蘇・広東各軍の一部農民を煽動して暴動
をおこし、彰清は広東省の陸畳・海豊において最初のソヴェト政権樹立を宣言したが、
広東省の大部分は国民党系各軍の支配下にあった。それで張大電の指導により広州の
労働者・兵士を組織するとともに、12月突如武装蜂起して広州市を占拠し、ソヴェ
ト政権をたてた。しかしこれもたちまち国民党軍の反撃をうけ、政権をもつことわず
か3日間，数千の犠牲者をだして潰滅した。
（15）査建玲編『国民党改組派資料選編』（湖南人民出版社1986年1月）p．568
（16）中国第二歴史当案館編『中央週刊1』（南京出版社1997年7月）p．325
（17）註（16）前掲書『中央週刊1』p．325－326
餞端升等著；及川恒忠繹『最近支那政治制度史上冊』（慶應出版社1943年8月）p．392
（18）庸培吉主編『中国歴史大事年表』（上海辞書出版社1997年8月）p．134
11月鷹　除公博、頗孟余等在上海成立‘‘中国国民党改組同志会”，拳江精ヱカ領袖。
核会声称姓承弥中山的退教，打者反独裁、専制的旗号，要求改組国民党和南京政枚，
史称‘‘国民党改組派。
蕪徳金『江精衛生乎事紀』（中国文史出版）p．124
11月28日　除公博，頗孟金一　王法動，王康平，自云梯，朱票膏，播云超，郭春薄等
皮起成立‘‘中国国民党改組同志会㌔・没小．央党部子上海，内分思各、亀軌　宜倖三
部。（沈云尤：《貴腐目先生年増濃縮》、蒋予遂：《我所知漣的改姐液》）
（19）陳公博『中国国民党秘史』（講談社）p．152
（20）註（18）前掲書『江精衛生軍紀事』p．124
2月某日中国国民党政姐同意会友表第一次全国代表大会宣言言臥　中国国民党自飢民
図十三年改組以后，整全的党早己破砕不完。今日南京的中央己威力一切反功勢力的大
本営，対帝国主又是投降，対一切封建勢力是屈服。我椚固然再看不鬼三民主又的英行，
井屯再看不兄中国国民的姐研。蛋中国現代政治史資料虹鏑》第2集韓第6樹
（21）註（15）前掲書『国民党改組派資料遅霜』p．568
国民党第三次全国大会　処分法精衛、陳公博、甘乃光、顧孟鰊案
（22）註05）前掲書『国民党改組派資料選締』
第三十九次中常会議決通緯陳公博等十人
（23）江精衛『江精衛文集下』（小侠小説骨　2004年3月）
「我イ門要建設忠様的国家」pp．15－281927．7．7
（24）註（15）前掲書『国民党改組派資料選編』pp．62－63「革命評論」第1期pp．ト15
（25）註（15）前掲書『中国国民党秘史』p，153
（26）註（15）前掲書『国民党改組派資料選編』p．85
「革命評論」第五期（1928年6月8日出版）第10－19頁
（27）石華源『陳公博全備』（稲郷出版1999年12月）
（28）Adむn．B．Ulam『膨張と共存　ソヴィユト外交史I』
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（サイマル出版会1978年12月）p．214
（29）註（21）前掲『江精衛文集下』「江精衛先生最近演説集」p．45
（30）註（15）前掲書『国民党改組派資料選編』p．61「革命評論」第1期pp．H5
（31）『中国共産党史資料4』（日本国際問題研究所1972年5月）pp．505－513
コミンテルン執行委員会
中共中央宛書簡一国民党改組派と中国共産党の任務について（1929年10月26日）
「共産国際執委致中共中央委員会的信論国民黛改組派和中国共産黛的任務」
（『紅旗』　第76期1930年2月15日刊12ページ）
（32）同上
（33）『中国共産党史資料5』（日本国際問題研究所）pp．10－11
新たな革命の高潮と－省または数省における首先的勝利
中共政治局（紅旗121期1930年7月19日刊）
（34）註（15）前掲書『国民党改組派資料選編』p．85
「周恩来対改組派的分析」周恩来選集第2巻　p．164）
（35）北海閑人『中国がひた隠す毛沢東の真実』（草思社　2005年10月）p．31
【参考】改組派の主要刊行物（1928年～1930年）は下記の通りである。『中国民党改組
派資料選編』より
1．中国国内
革命評論　　前進　　爽攻　　検閲　　革命前略　　民衆先鋒　　毀滅　　民意
革命戦線　　民心　　民主　革命日報　　中華日報　　民主日報　　北平日報
天津人民行動日報　護党　急転
2．海外
国民日．報（サンフランシスコ）
民気日報（ニューヨーク）
欧美通訊（サンフランシスコ）
国民（パリ）
自由新報（ホノルル）
改組（神戸）
民号報（フィリピン）
検討（日本）
僑声日報（インドネシア　スラバヤ）
毎日電報（インドネシア）
南華日報（香港）
南方日報（香港）
胡椒三日刊（香港）
真報（香港）
中国国民党駐法総部機関報（フランス）
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